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は
じ
め
に

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
（
（

の
中

に
唐
の
詩
人
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
の
詩
歌
を
筆
写
し
た
巻
子
本
が
あ
る
。

資
料
番
号H

–600–1144

（
ホ
函
７
）『
長
恨
歌
』
と
、資
料
番
号H

–600–1616

（
ユ

函
13
）『
琵
琶
行
并
序
』
で
あ
る
（
（
（

。
伝
承
に
よ
る
筆
写
者
は
室
町
初
期
の
尊
円
親
王

（
一
二
九
八
～
一
三
五
六
）
と
さ
れ
る
が
、
前
者
「
長
恨
歌
」
詩
巻
は
も
は
や
親
王

直
筆
の
原
本
で
は
な
く
江
戸
中
期
の
模
写
本
で
あ
り
、
後
者
「
琵
琶
行
」
詩
巻
の
み

が
か
ろ
う
じ
て
尊
円
親
王
自
筆
本
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
二
軸
の
詩

巻
の
本
文
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
後
の
章
に
述

べ
る
よ
う
に
、
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
が
い
っ
た
い
何
時
日
本
に
伝
来
し
、
そ
れ
が

日
本
に
お
い
て
如
何
に
保
存
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。
か
つ
、

こ
の
一
見
煩
瑣
な
本
文
研
究
が
、
天
皇
家
を
頂
点
と
す
る
平
安
朝
以
来
の
学
知
の
伝

承
と
い
う
経
路
を
極
め
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た

い
。

一
、
尊
円
親
王
と
『
白
氏
文
集
』

　

尊
円
親
王
は
第
九
十
二
代
伏
見
天
皇
の
第
六
皇
子
。南
北
朝
の
動
乱
期
に
あ
っ
て
、

皇
位
に
就
く
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
青
蓮
院
門
跡
や
天
台
座
主
ま
た
四
天
王
寺
別
当

を
も
歴
任
し
、
ま
た
特
に
世
尊
寺
流
の
書
法
を
受
け
継
ぎ
、
や
が
て
尊
円
流
ま
た
は

青
蓮
院
流
と
呼
ば
れ
る
書
風
を
創
始
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

江
戸
時
代
に
お
い
て
公
文
書
の
正
式
な
書
法
で
あ
る
御
家
流
の
祖
と
し
て
尊
崇
さ
れ

た
人
物
で
あ
る
。

　

尊
円
親
王
の
著
作
と
さ
れ
る
も
の
に
『
入
木
抄
』
が
あ
る
（
（
（

。
御
家
流
書
道
の
始
祖

の
書
論
と
し
て
古
来
重
要
視
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
尊
円
親
王
は

書
道
の
手
本
と
し
て「
消
息（
書
簡
文
）」を
用
い
る
こ
と
の
不
当
を
説
き
、白
居
易『
白

氏
文
集
』
な
ど
本
格
的
な
漢
籍
を
筆
写
し
た
古
賢
の
臨
書
を
以
て
学
ぶ
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
そ
の
第
十
四
条
「
当
世
多
く
消
息
を
手
本
と
す
る
、
然
る

べ
か
ら
ざ
る
事
」）。
す
な
わ
ち
「
上
古
の
三
賢
」
と
称
さ
れ
る
平
安
三
蹟
（
小
野
道

風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
）
の
手
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
白
居
易
の
詩
巻
等

資
料
紹
介

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本「
長
恨
歌
」詩
巻
・「
琵
琶
行
」詩
巻
に
つ
い
て
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を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
今
日
も
小
野
道
風
筆
と
し
て
『
玉
泉
帖
』

（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
）
や
『
三
体
白
氏
詩
巻
』（
正
木
美
術
館
所
蔵
、国
宝
）、

藤
原
行
成
筆
と
し
て
『
白
楽
天
詩
巻
』（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
、
国
宝
）
や
『
後

嵯
峨
本
白
氏
文
集
』（
正
木
美
術
館
所
蔵
、
国
宝
）
が
現
存
し
て
お
り
、
藤
原
佐
理

筆
と
し
て
も
「
絹
地
切
」
お
よ
び
「
綾
地
切
」
と
称
さ
れ
る
『
白
氏
文
集
』
の
古
筆

切
断
簡
が
全
国
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

白
居
易
の
名
作
「
長
恨
歌
」
と
「
琵
琶
行
」
と
に
つ
い
て
、
三
蹟
直
筆
と
称
さ
れ

る
墨
蹟
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
（
（
（

、
こ
の
尊
円
親
王
に
よ
る
臨

書
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
当
時
に
三
蹟
の
も
の
と
さ
れ
る
平
安
以
来
の
古
筆
詩
巻
が
存

在
し
、
そ
れ
を
尊
円
親
王
が
み
ず
か
ら
若
き
皇
族
た
ち
の
手
本
と
し
て
臨
模
し
書
き

与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
巻
の
墨
蹟
が
高
松
宮
家
伝
来
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含

ま
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

筆
者
の
こ
の
推
測
は
、
一
に
か
か
っ
て
、
こ
の
詩
巻
二
軸
の
本
文
お
よ
び
作
品
の

構
成
（
序
文
の
有
無
）
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
歴
博
所
蔵
資
料
は
、
現
在
中
国

で
一
般
に
通
行
し
て
い
る
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
と
は
著
し
く
異
な
り
、
金

沢
文
庫
本
な
ど
の
我
が
国
に
伝
来
し
た
貴
重
な
古
写
本
の
本
文
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
巻
は
平
安
初
期
（
九
世
紀
）
に
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た

原
作
者
白
居
易
の
最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
に
近
い
本
文
な
の
で
あ
る
（
（
（

。
更
に
そ
の

中
で
も
特
に
重
要
で
あ
る
の
が
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
付
さ
れ
た
「
長
恨
歌
序
」
で

あ
る
。
こ
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
現
在
中
国
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
『
白
氏
文
集
』

お
よ
び
そ
れ
を
書
き
写
し
た
資
料
等
に
一
切
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
長
ら
く

そ
の
存
在
が
否
定
さ
れ
、
我
が
国
の
某
人
に
よ
る
偽
作
で
あ
ろ
う
か
と
の
推
測
の
下

に
処
理
さ
れ
、
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
（
（
（

。
し
か
し
近
年
、
広
島
大
学
の
陳
翀
准
教
授

に
よ
る
日
本
各
地
の
旧
鈔
本
諸
本
の
丹
念
な
調
査
に
基
づ
い
て
、
こ
の
「
長
恨
歌

序
」
が
紛
れ
も
な
く
白
居
易
本
人
の
作
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
（
（
（

。
陳
氏
の

論
証
の
段
階
で
は
ま
だ
こ
の
歴
博
所
蔵
の
尊
円
親
王
詩
巻
が
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
こ
こ
に
本
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
本
詩
巻
全
文
の
翻
字
を
掲
載
し
、
そ

の
説
を
補
強
し
た
い
。
本
詩
巻
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
発
源
地
中
国
に
お
い
て
も

極
め
て
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

二
、
尊
円
親
王
筆
「
長
恨
歌
」
詩
巻
の
文
献
価
値

　

歴
博
所
蔵
「
長
恨
歌
」
詩
巻
の
翻
字
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ

る
）。
現
存
の
第
二
紙
か
ら
第
三
紙
に
至
る
間
に
お
よ
そ
三
一
二
字
の
欠
落
が
あ
る
。

本
詩
巻
は
、
一
時
期
そ
の
巻
子
本
の
状
態
を
解
か
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
の
断
片
と
な
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
本
詩
巻
は
、
尊
円
親
王
の
自
筆
で
は
な
く
、
そ
の
大
部

分
が
後
人
に
よ
る
転
写
本
で
あ
り
、
一
部
に
は
「
双
鉤
塡
墨
」
に
よ
る
精
巧
な
謄
写

部
分
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
長
恨
歌
」
の
本
文
、
お
よ
び
「
長
恨
歌
序
」

の
存
在
に
よ
っ
て
、
こ
の
詩
巻
が
尊
円
親
王
の
真
蹟
を
忠
実
に
写
し
取
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
平
安
初
期
よ
り
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
白
居
易

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
本
文
」を
保
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

   　

長
恨
歌
傳

　
　
　
　
　
　

前
進
士
陳
鴻
撰

開
元
中
、
泰
階
平
、
四
海
無

事
。
玄
宗
在
位
歲
久
、
勌

于
旰
食
霄
衣
。
政
無
小
大
、
始

委
於
右
丞
相
。
稍
深
居

遊
宴
、
以
聲
色
自
娯
。
先

是
元
獻
皇
后
武
淑
妃                  （
以
上
第
一
紙
）

皆
有
寵
、
相
次
即
世
。
宮
中

雖
有
良
家
子
千
万
數
、
無

可
悦
目
者
、
上
心
忽
々
不
樂
。

時
毎
歳
十
月
、
駕
幸
華
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清
宮
。
内
外
命
婦
、
焜
燿
景

従
、
浴
日
餘
波
、
賜
以
湯
沐
。
春

風
靈
液
、
澹
蕩
其
間
。
上
心
油

然
悦
、
若
有
遇
顧
、
左
右
前

後
、
粉
色
如
土
。
詔
高
力
士
潛

搜
外
宮
、
得
弘
農
楊
玄
琰
女            （
以
上
第
二
紙
）

 　

 【
次
の
一
段
、
歴
博
本
欠
。
い
ま
金
沢
文
庫
本
等
に
よ
っ
て
補
う
。】

　

于
於
壽
邸
。
既
笄
矣
。
鬒
髮
膩
理
、

　

纖
穠
中
度
、
擧
止
閑
冶
、
如
漢
武
帝

　

李
夫
人
。
別
疏
温
泉
、
詔
賜
澡
瑩
。

　

既
出
水
、
體
弱
力
微
、
若
不
任
羅
綺
、

　

光
彩
煥
發
、
轉
動
照
人
。
上
甚
悅
。

　

進
見
之
日
、
奏
霓
裳
羽
衣
曲
以
導
之
。

　

定
情
之
夕
、
授
金
釵
鈿
合
以
固
之
。

　

又
命
戴
歩
搖
、
垂
金
璫
。
明
年
册
爲

　

貴
妃
。
半
后
服
用
、
繇
是
冶
其
容
、

　

敏
其
詞
、
婉
孌
万
態
、
以
中
上
意
。

　

上
益
嬖
焉
。
時
省
風
九
州
、
泥
金
五

　

岳
、
驪
山
雪
夜
、
上
陽
春
朝
、
與
上

　

行
同
輦
、
止
同
室
、
宴
專
席
、
寢
專

　

房
。
雖
有
三
夫
人
九
嬪
廿
七
世
婦

　

八
十
一
御
妻
、
暨
後
宮
才
人
、
樂
府

　

妓
女
、
使
天
子
無
顧
眄
意
。
自
是
六

　

宮
無
復
進
幸
者
。
非
徒
殊
艶
尤
態
、

　

獨
能
致
是
、
蓋
才
智
明
慧
、
善
巧
便

　

佞
、
先
意
希
旨
、
有
不
可
形
容
者
。

　

叔
父
昆
弟
、
皆
列
在
清
貫
、
爵
爲
通

　

侯
。
姉
妹
封
國
夫
人
、
富
埒
王
室
、

　

車
服
邸
第
、
與
大
長
公
主
侔
、
而
恩

　

澤
勢
力
、
則
又
過
之
。
出
入
禁
門
、

　

不
問
名
姓
、
京
師
長
吏
、
爲
之
側
目
。

　

故
當
時
謠
詠
有
云
、
生
女
勿
悲
酸
、

　

生
男
勿
喜
歡
。
又
曰
、
男
不
封
侯
、

　

女
作
妃
、
君
看
、
女
却
爲
門
楣
。

其
天
下
心
、
羨
慕
如
此
。
天
寶

末
、
兄
國
忠
盜
丞
相
位
、
愚
弄
國

柄
。
及
安
禄
山
引
兵
嚮
闕
、
以
討

楊
氏
為
辞
。
潼
關
不
守
、
翠
花

南
幸
。
出
咸
陽
、
道
次
馬
嵬
亭
。

六
軍
徘
徊
、
持
戟
不
進
。
従
官

郎
吏
、
伏
上
馬
前
、
請
誅
錯

以
謝
天
下
怨
。
國
忠
奉
氂
纓

盤
水
、
死
於
道
周
。
左
右
之
意
未

快
。
上
問
之
、
當
時
敢
亦
言
者
、
請      （
以
上
第
三
紙
）

以
貴
妃
塞
天
下
之
怒
。
上
知
不

免
、
而
不
忍
見
其
死
、
反
袂
掩
面
、

使
牽
而
去
。
蒼
黄
展
轉
、
竟
就

絶
於
尺
組
之
下
。
既
而
玄
宗
狩
成

都
、
肅
宗
受
禅
靈
武
。
明
年
、
大
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兇
歸
元
、
大
駕
還
都
。
尊
玄
宗
為

太
上
皇
、
就
養
南
宮
。
自
南
宮

遷
于
西
内
。
時
移
事
去
、
樂
盡

悲
來
。
毎
至
春
之
日
、
冬
之
夜
、

池
蓮
夏
開
、
宮
槐
秋
落
。
梨
園

弟
子
、
玉
琯
發
音
、
聞
霓
裳
羽          （
以
上
第
四
紙
）

衣
一
聲
、
則
天
顏
不
怡
、
左
右

歔
欷
。
三
載
一
意
、
其
念
不
衰
。        （
以
上
第
五
紙
）

求
之
夢
魂
、
杳
不
能
得
。
適
有

道
士
自
蜀
來
、
知
皇
心
念
楊

妃
如
是
。
自
言
有
李
少
君
之
術
。

玄
宗
大
喜
、
命
致
其
神
、
方

士
乃
竭
其
術
以
索
之
、
不
至
。
又

能
遊
神
馭
氣
、
出
天
界
、
没
地

府
以
求
之
、
又
不
見
。
又
旁
求
四

虚
上
下
、
東
極
絶
天
海
、
跨
蓬

壺
、
見
最
高
仙
山
。
上
多
樓

闕
、
西
廂
下
有
洞
戸
、
東
嚮
闔          （
以
上
第
六
紙
）

其
門
、
署
曰
玉
妃
大
眞
院
。
方
士

抽
簪
叩
扉
、
有
雙
鬟
童
女
、

出
應
門
。
方
士
造
次
未
及
言
、
而

雙
鬟
復
入
。
俄
有
碧
衣
侍
女

又
至
、
詰
其
所
従
来
。
方
士
因
稱

唐
天
子
使
者
、
且
致
其
命
。
碧

衣
云
、
玉
妃
方
寢
、
請
少
待
之
。
于

時
雲
海
沈
々
、
洞
天
日
晩
。

瓊
戸
重
闔
、
悄
然
無
聲
。
方

士
屏
息
斂
足
、
拱
手
立
于
門            （
以
上
第
七
紙
）

下
。
久
之
、
而
碧
衣
延
入
。
且
曰
、
玉

妃
出
。
見
一
人
冠
金
蓮
、
被
紫

綃
、
佩
紅
玉
、
曳
鳳
舄
、
左
右
侍
者

七
八
人
。
揖
方
士
、
問
皇
帝
安
否
、

次
問
天
寶
十
四
載
已
還
事
。
言

訖
憫
默
。
指
碧
衣
女
、
取
金
釵
鈿

合
、
各
折
其
半
、
授
使
者
曰
、
為
我

謝
太
上
皇
、
謹
獻
是
物
、
尋
舊          （
以
上
第
八
紙
）

好
也
。
方
士
受
辞
与
信
將
行
、
色

有
不
足
。
玉
妃
固
徴
其
意
、
復
前

跪
致
詞
、
請
當
時
一
事
、
不
聞
于

他
人
者
、
驗
於
太
上
皇
。
不
然
、
恐

鈿
合
金
釵
、
負
新
垣
平
之
詐
也
。        （
以
上
第
九
紙
）

玉
妃
茫
然
退
立
、
若
有
所
思
、
徐

而
言
曰
、
昔
天
寶
十
載
、
侍
輦

避
暑
驪
山
宮
。
秋
七
月
七
日
、

牽
牛
織
女
相
見
之
夕
、
秦

人
風
俗
、
是
夜
張
錦
繡
、
陳

飲
食
、
樹
瓜
華
、
焚
香
于
庭
、

号
為
乞
巧
、
宮
掖
間
尤
尚
之
。
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時
夜
殆
半
、
休
侍
衛
於
東
西

廂
、
獨
侍
上
。
々
憑
肩
而
立
、
因
仰      （
以
上
第
十
紙
）

天
感
牛
女
事
、
密
相
誓
心
。

願
世
々
為
夫
婦
。
言
畢
、
執

手
各
嗚
咽
。
此
獨
君
王
知
之

耳
。
因
自
悲
曰
、
由
此
一
念
、

又
不
得
居
此
、
復
墮
下
界
、
且

結
後
緣
。
或
為
天
子
、
或
為

人
、
決
再
相
見
、
好
合
如

舊
。
因
之
言
太
上
皇                  （
以
上
第
十
一
紙
）

亦
不
久
人
間
、
幸
惟

自
安
、
無
自
苦
耳
。
使

者
還
、
奏
太
上
皇
。
々
心

震
悼
、
日
々
不
豫
。
其
年
夏            （
以
上
第
十
二
紙
）

四
月
、
南
宮
晏
駕
。
元
和

元
年
冬
十
二
月
二
日
、
太

原
白
樂
天
、
自
校
書
郎

尉
于

厔
。
鴻
与
瑯
琊
王

質
夫
、
家
于
是
邑
。
暇
日

相
携
遊
仙
遊
寺
、
話
及

此
事
、
相
与
感
歎
。
質                （
以
上
第
十
三
紙
）

夫
挙
酒
於
樂
天
前
曰
、

夫
希
代
之
事
、
非
遇

出
世
之
才
潤
色
之
、
則

与
時
銷
没
、
不
聞
于

世
。
樂
天
深
於
詩
、
多
於

情
者
也
。
試
為
歌
之
如                 （
以
上
第
十
四
紙
）

何
。
樂
天
因
為
長
恨

哥
。
意
者
不
但
感
其

事
、
亦
欲
懲
尤
物
。
窒

亂
階
、
垂
於
將
來
也
。

歌
既
成
、
使
鴻
傳
焉
。

世
所
不
聞
者
、
予                     （
以
上
第
十
五
紙
）

非
開
元
遺
民
、
不
得
知
。

世
所
知
者
、
有
玄
宗

本
紀
在
、
今
但
傳
長

恨
歌
云
爾
。

    

長
恨
歌
并
序

長
恨
者
、
楊
貴
妃
也
。
既
瘞

於
馬
嵬
。
玄
宗
却
復
宮
闕
、

思
悼
之
至
、
令
方
士
求
致               （
以
上
第
十
六
紙
）

其
魂
魄
、
昇
天
入
地
、
求
之

不
得
。
乃
於
蓬
萊
山
仙

宮
、
忽
見
素
貌
、
慘
然
流

涙
、
謂
使
者
曰
、
我
本
上

界
諸
仙
、
先
与
玄
宗
有
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恩
愛
之
故
、
謫
居
於
下

世
、
得
為
夫
妻
。
既
死
之

後
、
復
恩
愛
已
絶
、
今
汝

来
求
我
、
恩
愛
又
生
。
不
久

却
於
人
世
、
得
為
配
偶
、               （
以
上
第
十
七
紙
）

以
此
為
長
恨
耳
。
使
者
曰
、

將
天
子
使
我
至
此
、
翫
得

相
見
、
願
得
平
生
所
翫
之
物
、

以
明
不
謬
。
乃
授
鈿
合
一
扇

金
釵
一
盤
与
之
。
曰
、
將
此
為
驗
。

使
者
曰
、
此
當
用
之
物
、
不
足

為
信
。
曽
与
玄
宗
平
生
有
何

密
契
、
願
得
以
聞
。
答
曰
、
七
月
七

日
夜
、
長
生
殿
私
語
時
、
曽

復
記
念
否
。
使
者
還
。
因
以
鈿

合
金
釵
奏
御
。
玄
宗
笑
曰
、
此
世         （
以
上
第
十
八
紙
）

所
有
也
。
豈
得
相
怡
。
使
者
乃
因

以
貴
妃
密
契
以
聞
。
玄
宗
慟             （
以
上
第
十
九
紙
）

絶
良
久
。
謂
使
者
曰
、
乃
不
謬
矣
。

今
世
人
猶
言
玄
宗
与
貴
妃
處
、

世
間
為
夫
妻
之
至
矣
。
歌
曰
、

漢
皇
重
色
思
傾
國
、

御
寓
多
年
求
不
得
。

楊
家
有
女
初
長
成
、

養
在
深
窓
人
未
識
。

天
生
麗
質
難
自
弃
、

一
朝
選
在
君
王
側
。

迴
眸
一
笑
百
媚
生
、                    （
以
上
第
二
十
紙
）

六
宮
粉
黛
無
顔
色
。

春
寒
賜
浴
華
清
池
、

温
泉
水
滑
洗
凝
脂
。

侍
児
扶
起
媚
無
力
、

始
是
新
承
恩
澤
時
。

雲
鬢
華
顔
金
歩
搖
、

芙
蓉
帳
暖
度
春
霄
。

春
霄
苦
短
日
高
起
、
従

此
君
王
不
早
朝
。

承
歡
侍
寢
無
閑
暇
、

春
従
春
遊
夜
專
夜
。                    （
以
上
第
二
十
一
紙
）

                       

漢
宮
佳
麗
三
千
人
、     

三
千
寵
愛
在
一
身
。     

金
屋
粧
成
媚
待
夜
、     

玉
樓
宴
罷
醉
和
春
。     

姉
妹
兄
弟
皆
列
圡
、     

可
憐
光
彩
生
門
戶
。     

遂
令
天
下
父
母
心
、     

不
重
生
男
重
生
女
。     

驪
山
高
處
入
青
雲
、  　

                （
以
上
第
二
十
二
紙
）                     
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仙
樂
風
飄
處
處
聞
。     

緩
歌
慢
舞
凝
絲
竹
、     

盡
日
君
王
看
不
足
。     

漁
陽
鞞
鼓
動
地
來
、     

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲
。     

九
重
城
闕
煙
塵
生
、     

千
乘
萬
騎
西
南
行
。     

翠
花
搖
々
行
復
止
、     

西
出
都
門
百
餘
里
。   　

               （
以
上
第
二
十
三
紙
）

                       

六
軍
不
發
無
奈
何
、     

宛
轉
蛾
眉
馬
前
死
。     

華
鈿
委
地
無
人
収
、     

翠
翹
金
釵
玉
搔
頭
。     

君
王
掩
眼
救
不
得
、     

迴
看
涙
血
相
和
流
。     

黄
埃
散
漫
風
蕭
索
、     

雲
棧
縈
迴
登
劔
閣
。     

蛾
眉
山
上
少
行
人
、　                  （
以
上
第
二
十
四
紙
）

旌
旗
無
光
日
色
薄
。      

蜀
江
水
碧
蜀
山
青
、      

聖
主
朝
々
暮
々
情
。      

行
宮
見
月
傷
心
色
、      

夜
雨
聞
猿
斷
腸
聲
。      

天
旋
日
轉
迴
龍
馭
、      

到
此
躊
躇
不
能
去
。      

馬
嵬
堤
下
泥
圡
中
、      

不
見
玉
顔
空
死
處
。                    （
以
上
第
二
十
五
紙
）

                      

君
王
相
顧
盡
霑
衣
、      

東
望
都
門
信
馬
歸
。      

歸
来
池
苑
皆
依
舊
、      

太
液
芙
蓉
未
央
柳
。      

芙
蓉
如
面
柳
如
眉
、      

對
此
如
何
不
涙
垂
。      

春
風
桃
李
花
開
日
、      

秋
露
梧
桐
葉
落
時
。      

西
宮
南
内
多
秋
草
、                     （
以
上
第
二
十
六
紙
）

落
葉
滿
階
不
紅
掃
。                     

梨
園
弟
子
白
髮
新
、      

椒
房
阿
監
青
蛾
老
。      

夕
殿
螢
飛
思
悄
然
、      

秋
燈
挑
盡
未
能
眠
。      

遲
々
鍾
漏
初
長
夜
、      

耿
々
星
河
欲
曙
天
。      

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重
、      

舊
枕
故
衾
誰
与
共
。                     （
以
上
第
二
十
七
紙
）

                      

悠
々
生
死
別
經
年
、      

魂
魄
不
曽
来
入
夢
。      

臨
邛
方
士
鴻
都
客
、      

能
以
精
誠
致
魂
魄
。      
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為
感
君
王
展
轉
思
、      

遂
教
方
士
慇
懃
覓
。      

排
空
馭
氣
奔
如
電
、      

昇
天
入
地
求
之
遍
。      

上
窮
碧
落
下
黄
泉
、                     （
以
上
第
二
十
八
紙
）

                      

兩
處
茫
々
皆
不
見
。      

忽
聞
海
上
有
仙
山
、      

山
在
虚
無
縹
眇
間
。      

樓
殿
玲
瓏
五
雲
起
、      

其
上
綽
約
多
仙
子
。      

中
有
一
人
名
玉
妃
、      

雪
膚
華
貌
參
差
是
。      

金
闕
西
廂
叩
玉
扃
、                     （
以
上
第
二
十
九
紙
）

                      

轉
教
小
玉
報
雙
環
。      

聞
導
漢
家
天
子
使
、      

九
華
帳
裏
夢
魂
驚
。      

攬
衣
推
枕
起
徘
徊
、      

珠
箔
銀
屏
邐
迤
開
。      

雲
鬢
半
亂
新
睡
覺
、      

花
冠
不
整
下
堂
来
。      

風
吹
仙
袂
飄
颻
挙
、                     （
以
上
第
三
十
紙
）

                      

猶
似
霓
裳
羽
衣
舞
。     

玉
容
寂
寞
涙
瀾
干
、     

梨
花
一
枝
春
帶
雨
。     

含
情
凝
涕
謝
君
王
、     

一
別
音
容
兩
眇
茫
。     

昭
陽
殿
裏
恩
愛
歇
、     

蓬
萊
宮
中
月
日
長
。     

迴
頭
下
視
人
寰
處
、   　

                 （
以
上
第
三
十
一
紙
）

                       

不
見
長
安
見
塵
霧
。     

空
持
舊
物
表
深
情
、     

鈿
合
金
釵
寄
將
去
。     

釵
留
一
鈷
合
一
扇
、                   　

 （
以
上
第
三
十
二
紙
）

                       

釵
擘
黄
金
合
分
鈿
。     

但
教
心
似
金
鈿
堅
、     

天
上
人
間
再
相
見
。     

臨
別
慇
懃
重
寄
詞
、     

々
中
有
誓
兩
心
知
。     

七
月
七
日
長
生
殿
、     

夜
半
無
人
私
語
時
。     

在
天
願
作
比
翼
鳥
、 　

                   （
以
上
第
三
十
三
紙
）

                       

在
地
願
為
連
理
枝
。     

天
長
地
久
有
時
盡
、     

此
恨
綿
々
無
絶
期
。     

                       
長
恨
哥                                      

    

大
乘
院
二
品
大
王     

    

筆
跡
也                            （
以
上
第
三
十
四
紙
）
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以
上
が
「
長
恨
歌
」
詩
巻
の
全
文
で
あ
る
。

　

白
居
易
の
詩
歌
は
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
本
文
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
動
す
る
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
作
品
の
作
者
が
そ
の
死
後
も
自
ら
の
本
文
に
推
敲
を
加
え
続
け
て

い
る
か
の
よ
う
に
変
転
極
ま
り
な
く
、
ま
た
そ
の
い
ず
れ
を
是
と
す
る
か
の
判
断
に

も
難
し
い
問
題
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
中
国
宋
代
に
お
け
る

印
刷
技
術
（
木
版
印
刷
）
の
発
明
と
普
及
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
れ
を
簡
略
に
説
明
し
よ
う
。

　

白
居
易
が
生
き
た
唐
代
、
こ
の
頃
は
い
ま
だ
大
部
の
書
籍
の
印
刷
・
出
版
の
技
術

は
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
当
時
の
詩
歌
は
一
枚
一
枚
紙
墨
に
よ
っ
て
書
き

取
ら
れ
る
写
本
で
し
か
そ
の
伝
播
の
方
法
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

時
代
に
は
、
い
わ
ゆ
る
遣
唐
使
た
ち
の
活
躍
に
よ
り
、
唐
土
か
ら
多
く
の
典
籍
が
我

が
国
に
次
々
と
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
頃
の
写
本
、
お
よ
び
こ
の
頃
の
写
本
に
も
と

づ
く
転
写
本
を
唐
鈔
本
も
し
く
は
旧
鈔
本
と
称
す
る
。
い
わ
ゆ
る「
金
沢
文
庫
本『
白

氏
文
集
』」
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　

や
が
て
宋
代
（
特
に
南
宋
期
）
以
降
に
は
木
版
印
刷
の
技
法
が
普
及
し
、
多
く
の

書
籍
が
「
出
版
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
そ
の
工
程
の
重
要
な
作
業
と

し
て
諸
本
の
校
勘
が
行
わ
れ
る
。
伝
承
さ
れ
た
幾
つ
か
の
写
本
お
よ
び
先
行
す
る
印

刷
本
が
取
り
揃
え
ら
れ
、
編
集
者
（
校
訂
者
）
に
よ
っ
て
至
当
と
思
わ
れ
る
本
文
が

選
び
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
字
に
は
当
然
な
が
ら
未
だ
い
ず
れ

が
正
し
い
も
の
か
判
断
し
難
い
も
の
も
多
数
存
在
し
た
。
ま
た
校
訂
者
の
判
断
ミ
ス

や
、
次
の
雕
版
段
階
で
の
刻
字
ミ
ス
（
写
植
ミ
ス
）
も
存
在
し
た
。
従
っ
て
、
唐
代

伝
来
の
鈔
本
（
写
本
）
と
宋
代
以
降
の
印
刷
本
と
の
間
に
は
、
多
く
の
、
し
か
も
著

し
い
文
字
の
異
同
が
生
じ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（
（

。

　

例
え
ば
、
先
の
「
長
恨
歌
」
本
文
の
う
ち
、
そ
の
第
二
十
七
紙
部
分
に
お
け
る
一

段
を
挙
げ
よ
う
。

　
　

夕
殿
螢
飛
思
悄
然　

夕
殿
に
蛍
飛
ん
で　

思
ひ
悄
然
、

　
　

秋
燈
挑
盡
未
能
眠　

秋
燈　

挑か
か

げ
尽
く
し
て
未
だ
眠
る
能あ
た

は
ず
。

　
　

遲
々
鍾
漏
初
長
夜　

遅
々
た
る
鐘
漏　

初
め
て
長
き
夜
、

　
　

耿
々
星
河
欲
曙
天　

耿
々
た
る
星
河　

曙あ

け
ん
と
欲
す
る
天
。

　
　

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重　

鴛
鴦
の
瓦
は
冷
た
く
し
て　

霜
華
重し
げ

く
、

　
　

舊
枕
故
衾
誰
与
共　

旧ふ
る

き
枕　

故ふ
る

き
衾ふ
す
ま　

誰
と
与と

共も

に
せ
ん
。

          　
　
　
　
　
（
白
居
易
「
長
恨
歌
」
第
六
十
七
句
～
第
七
十
二
句
）

　

こ
の
六
句
は
現
在
の
通
行
本
『
白
氏
文
集
』（
南
宋
紹
興
年
間
刊
本
（
（1
（

）
の
同
一
部

分
で
は
次
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
（
筆
者
に
よ
る
傍
点
部
に
注
目
さ
れ
た
い
）。

　
　

夕
殿
螢
飛
思
悄
然　

夕
殿
に
蛍
飛
ん
で　

思
ひ
悄
然
、

　
　

孤0

燈
挑
盡
未
成0

眠   

孤
燈　

挑か
か

げ
尽
く
し
て
未
だ
眠
り
を
成
さ
ず
。

　
　

遲
遲
鍾
鼓0

初
長
夜   

遅
々
た
る
鐘
鼓　

初
め
て
長
き
夜
、

　
　

耿
耿
星
河
欲
曙
天   

耿
々
た
る
星
河　

曙あ

け
ん
と
欲
す
る
天
。

　
　

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重   

鴛
鴦
の
瓦
は
冷
た
く
し
て　

霜
華
重し
げ

く
、

　
　

翡
翠
0

0

衾
寒0

誰
與
共   

翡ひ

翠す
い

の
衾
ふ
す
ま

寒さ
む

く
し
て　

誰
と
与と

共も

に
せ
ん
。

　

中
国
に
お
け
る
版
本
（
宋
代
以
降
の
印
刷
本
）
の
権
威
は
絶
大
で
あ
る
。
よ
っ
て

現
在
も
な
お
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
と
し
て
一
般
に
読
ま
れ
て
い
る
本
文
は
後
者
の

印
刷
本
に
よ
る
も
の
（
す
な
わ
ち
翡
翠
衾
寒
…
に
作
る
本
文
）
が
定
本
と
目
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
我
が
国
に
お
い
て
は
宋
版
が
舶
来
し
た
鎌
倉
期
以
降
も
な
お
旧
鈔
本
の
本

文
に
よ
っ
て
「
長
恨
歌
」
が
読
ま
れ
続
け
た
。
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
の
奥
書
を

有
す
る
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
第
十
二
巻
（
（1
（

に
見
え
る
「
長
恨
歌
」
の
本
文
は
、

こ
の
尊
円
親
王
本
と
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
で
あ
る
（
第
七
十
一
句
の
「
霜
華
」
を
「
霜

花
」
と
す
る
の
み
。
こ
の
「
華
」
字
と
「
花
」
字
の
書
き
換
え
は
古
典
籍
に
お
い
て

は
〈
異
体
字
〉
の
関
係
に
あ
り
、
本
文
異
同
に
は
当
た
ら
な
い
）。
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夕
殿
螢
飛
思
悄
然   

夕
殿
に
蛍
飛
ん
で　

思
ひ
悄
然
、

　
　

秋
燈
挑
盡
未
能
眠   

秋
燈　

挑か
か

げ
尽
く
し
て
未
だ
眠
る
能あ
た

は
ず
。

　
　

遲
々
鍾
漏
初
長
夜   

遅
々
た
る
鐘
漏　

初
め
て
長
き
夜
、

　
　

耿
々
星
河
欲
曙
天   

耿
々
た
る
星
河　

曙あ

け
ん
と
欲
す
る
天
。

　
　

鴛
鴦
瓦
冷
霜
花0

重   

鴛
鴦
の
瓦
は
冷
た
く
し
て　

霜
花
重し
げ

く
、

　
　

舊
枕
故
衾
誰
与
共   

旧ふ
る

き
枕　

故ふ
る

き
衾ふ
す
ま　

誰
と
与と

共も

に
せ
ん
。

　

我
が
国
の
知
識
人
が
、
宋
元
以
降
の
新
渡
の
印
刷
本
に
拠
ら
ず
、
な
お
も
旧
鈔
本

に
よ
っ
て
「
長
恨
歌
」
を
読
ん
で
い
た
の
に
は
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
舶
来

の
印
刷
本
の
数
量
（
部
数
）
が
少
な
く
、い
ま
だ
貴
重
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
拠
る
が
、

更
に
は
我
が
国
十
一
世
紀
以
来
の
典
籍
で
あ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
や
『
源
氏
物
語
』

に
右
の
詩
句
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
お
り
（
（1
（

、
中
国
刊
本
の
本
文
に
誤
り
が
あ
る
こ

と
が
容
易
に
気
づ
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
尊
円
親
王
の
「
長
恨
歌
」
詩
巻
は
、
金
沢
文
庫
本
（
寛
喜
三
年

写
本
）
に
直
接
基
づ
い
た
も
の
で
も
な
い
。
南
北
朝
期
の
京
都
に
は
な
お
こ
れ
よ
り

も
更
に
古
い
詩
巻
が
伝
存
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

翻
字
第
二
十
六
紙
部
分
の
次
の
一
句
は
、
中
国
通
行
本
本
文
お
よ
び
金
沢
文
庫
本

本
文
と
も
異
な
る
文
字
が
見
え
る
。

　
　

秋
露
梧
桐
葉
落
時　
　

秋
の
露
に　

梧
桐　

葉
落
つ
る
時

               　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
居
易
「
長
恨
歌
」
第
六
十
二
句
）

　

こ
の
句
の
「
秋
露
」
の
二
字
は
、
通
行
本
お
よ
び
金
沢
文
庫
本
と
も
に
「
秋
雨
」

と
す
る
。
し
か
し
藤
原
公
任
『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
下
・
恋
）
に
は
確
か
に
「
秋
露
」

と
し
て
お
り
、
尊
円
親
王
の
筆
誤
で
は
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

我
が
国
に
は
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
が
基
づ
い
た
本
文
よ
り
以
前
に
、
更
に

早
い
時
期
に
も
た
ら
さ
れ
た
「
長
恨
歌
」
詩
巻
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

も
し
か
す
る
と
、
白
居
易
が
「
長
恨
歌
」
を
発
表
し
た
唐
・
元
和
元
年
（
八
〇
六
）

当
初
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
こ
の
尊
円
親
王
詩
巻
と

金
沢
文
庫
本
と
の
本
文
の
相
異
は
、
今
後
九
世
紀
の
伝
来
漢
籍
の
実
態
を
解
明
す
る

有
力
な
手
懸
か
り
と
な
り
得
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
は
、
そ
の
発
表
直
後
か
ら
都
長
安
で
爆
発
的
に
流
行
し

た
。
約
十
年
後
の
唐
・
元
和
十
年
（
八
一
五
）
の
頃
に
は
、
都
の
妓
女
が
「
白
学
士

の
長
恨
歌
が
唱
え
る
」
こ
と
を
自
慢
に
座
敷
代
を
吊
り
上
げ
た
り
、
宴
席
に
招
か
れ

た
白
居
易
本
人
を
取
り
巻
い
て
、
同
座
の
人
々
が
指
さ
し
あ
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
（
（1
（

。
そ
こ
で
、
そ
の
「
長
恨
歌
発
表
当
初
の
姿
」
と
し
て
こ
の
尊
円
親
王
の
詩
巻
を

見
た
場
合
、
ま
こ
と
に
重
要
な
一
文
が
こ
の
詩
巻
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
通

行
諸
本
に
は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
「
長
恨
歌
の
序
」
で
あ
る
（
右
の
翻
字
で

は
第
十
六
紙
か
ら
第
二
十
紙
に
か
け
て
の
部
分
）。
そ
の
文
章
の
信
憑
性
に
つ
い
て

は
、
先
に
紹
介
し
た
陳
翀
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
私
は
今
こ
こ
に
そ
の
白

居
易
自
作
（
と
思
わ
れ
る
）
文
章
の
全
文
と
そ
の
訓
読
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
こ
の

尊
円
親
王
詩
巻
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
墨
蹟
資
料
が
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
文
中
に

往
々
に
し
て
明
ら
か
な
誤
写
と
見
ら
れ
る
文
字
が
散
見
さ
れ
る
。
中
に
は
、
こ
の
序

文
の
白
居
易
自
作
説
を
否
定
す
る
根
拠
の
一
つ
と
な
る
ほ
ど
に
、
中
国
文
と
し
て
は

成
り
立
ち
得
な
い
よ
う
な
文
法
的
誤
り
を
含
む
も
の
も
存
在
す
る
（
（1
（

。
し
か
し
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
伝
存
す
る
他
の
「
長
恨
歌
序
」
の
写
本
（
（1
（

と
校
合
し
、
ほ
ぼ
至
当
と
思
わ

れ
る
本
文
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
（
（1
（

。

　
　
　

長
恨
歌　

并
び
に
序

　
　

長
恨
は
、
楊
貴
妃
な
り
。
既
に
馬
嵬
に
瘞う
づ
め
ら
れ
、
玄
宗　

宮
闕
に
却
復
せ
る

　
　

に
、
思
悼
の
至
り
、
方
士
を
し
て
其
の
魂
魄
を
求
め
致
さ
し
む
。
天
に
昇
り
地

　
　

に
入
り
て
、
之
を
求
む
る
も
得
ず
。
乃
ち
蓬
莱
山
の
仙
宮
に
於
い
て
、
忽
ち
素

　
　

貌
を
見
る
。

　
　

惨
然
と
し
て
涙
を
流
し
、
使
者
に
謂
ひ
て
曰
く
、
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「
我
は
本
と
上
界
の
諸
仙
、
先
に
玄
宗
と
恩
愛
有
る
が
故
に
、
下
世
に
謫
居
せ

　
　
　

ら
れ
、
夫
妻
と
為
る
を
得
。
既
に
死
し
て
の
後
、
恩
愛
已す
で

に
絶
ゆ
る
も
、
今

　
　
　

汝な
ん
ぢ来
り
て
我
を
求
む
れ
ば
、
恩
愛
又
た
生
ず
。
久
し
か
ら
ず
し
て
人
世
に

　
　
　

却か
へ

り
て
、
配
偶
と
為
る
を
得
ん
。
此
れ
を
以
て
長
恨
と
為
る
耳の
み

。」
と
。

　
　

使
者
曰
く
、

　
　
「
天
子　

我
を
し
て
此こ
こ

に
至
ら
し
め
、
既
に
相
見
る
を
得
た
り
。
願
は
く
は
平

　
　

生 
翫
も
て
あ
そぶ

所
の
物
を
得
て
、
以
て
謬あ
や
また

ざ
る
こ
と
を
明
か
さ
ん
。」
と
。

　
　

乃
ち
鈿
合
一
扇
、
金
釵
一
股
を
授
け
て
之
に
与
へ
て
曰
く
、

　
　
「
此
れ
を
将も

っ
て
験し
る
しと

為
せ
。」
と
。

　
　

使
者
曰
く
、

　
　
「
此
れ
常
用
の
物
、
信
と
為
す
に
足
ら
ず
。
曾
て
至
尊
（
＝
玄
宗
を
指
す
）
と

　
　
　

平
生　

何
の
密
契
か
有
ら
ん
。
願
は
く
は
以
て
聞
こ
え
ん
。」
と
。

　
　

答
へ
て
曰
く
、

　
　
「
七
月
七
日
夜
の
長
生
殿
、
夜
半
人
無
く
私
語
の
時
を
曾か
つ

て
復
た
記
念
す
る
や

　
　
　

否
や
。」
と
。

　
　

使
者
還
り
、
因
り
て
鈿
合
金
釵
を
以
て
御
に
奏
す
。

　
　

玄
宗
笑
ひ
て
曰
く
、

　
　
「
此
れ
世
に
有
る
所
な
り
。
豈
に
相
怡よ
ろ
こぶ
を
得
ん
や
。」
と
。

　
　

使
者
乃
ち
因
り
て
貴
妃
の
密
契
を
以
て
聞
す
。
玄
宗
慟
絶
す
る
こ
と
良ひ

久さ

し
。

　
　

使
者
に
謂
ひ
て
曰
く
、

　
　
「
乃
ち
謬あ
や
また
ず
矣
！
」
と
。

　
　

今
世
の
人
猶
ほ
言
へ
り
、

　
　
「
玄
宗
と
貴
妃
と
は
、
世
間
に
処を

け
る
夫
妻
の
至
り
と
為
さ
ん
矣
！
」
と
。

　
　

歌
に
曰
く
、
…
…
（
以
下
「
長
恨
歌
」
本
文
に
続
く
）

   

こ
の
序
文
が
後
世
の
某
人
に
よ
る
偽
作
で
は
な
く
、
白
居
易
の
実
作
で
あ
ろ
う
と

推
測
で
き
る
最
大
の
理
由
は
、こ
の
序
文
の
叙
述
が
「
長
恨
歌
」
本
作
の
最
終
段
（
第

一
〇
一
句
～
最
終
第
一
二
〇
句
）
の
方
士
（
使
者
）
と
仙
女
楊
貴
妃
と
の
遣
り
取
り

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
仙
界
に
転
生
し
た
楊
貴
妃
が
、
玄
宗
へ
の

変
わ
ら
ぬ
愛
を
証
明
す
る
た
め
に
、
鈿
合
や
金
釵
で
は
な
く
、
七
夕
の
夜
の
長
生
殿

で
の
密
誓
（
愛
の
告
白
）
を
明
か
す
場
面
こ
そ
が
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
最
も
重

要
な
核
心
部
分
で
あ
り
、
こ
の
序
文
は
そ
れ
を
間
違
い
な
く
指
し
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
原
作
者
以
外
の
人
物
の
執
筆
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
今
日
に
伝
わ
る
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
楊
貴

妃
の
出
生
か
ら
入
内
、
そ
し
て
安
史
の
乱
に
よ
る
別
離
の
顛
末
に
至
る
ま
で
、
楊
貴

妃
の
一
生
涯
が
縷
々
事
細
か
に
述
べ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
の
序
文
が
ま
さ

し
く
白
居
易
の
自
作
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
臨
模
尊
円
親
王
詩

巻
が
、
そ
の
本
文
の
伝
承
を
古
く
平
安
初
期
の
宮
中
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
推
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
序
文
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
方
士
と
仙
女
楊
貴
妃
と
の
緊
迫

し
た
会
話
の
応
酬
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
話
体
で
あ
れ
ば
、
一
文
の
長
さ

も
短
く
な
り
、
平
安
初
期
の
い
ま
だ
中
国
文
に
習
熟
し
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、

比
較
的
容
易
に
文
意
を
つ
か
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
（1
（

。
平
安
初
期
、
舶
来
し
た
ば
か

り
の
「
長
恨
歌
」
に
は
、
や
は
り
こ
の
よ
う
な
序
文
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
多
く
の
人
々

に
読
ま
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
尊
円
親
王
筆
「
琵
琶
行
」
詩
巻
の
文
献
価
値

　
「
琵
琶
行
」（
原
文
は
琵
琶
引
と
す
る
）
詩
巻
の
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
こ

れ
も
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）。
本
詩
巻
に
は
途
中
に
切
断
や
補
筆
等
の
痕
跡
は
見

ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
尊
円
親
王
の
真
筆
が
そ
の
ま
ま
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
し
い
。

琵
琶
引　
并
序

元
和
十
五
年
秋
、
予
左
遷
九
江
郡

［高松宮家伝来禁裏本「長恨歌」詩巻・「琵琶行」詩巻について］……静永 健
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司
馬
。
明
年
秋
、
送
客
至
湓
浦
口
、

聞
舟
船
中
夜
彈
琵
琶
者
。
聽

其
音
、
錚
々
然
有
京
都
聲
。
問
其
人
、

本
是
長
安
倡
家
女
、
嘗
學
琵
琶

於
穆
曹
二
善
才
。
年
長
色
衰
、
委

身
為
賈
人
婦
。
遂
命
酒
、
使
快
彈

數
曲
。
々
罷
憫
默
。
自
叙
少
年
時
歡          （
以
上
第
一
紙
）

樂
事
、
今
漂
淪
憔
悴
、
轉
徙
於
江
湖

間
。
予
出
官
二
年
、
恬
然
自
安
、
感
斯
人
言
、

是
夕
始
覺
有
遷
謫
意
。
因
為
長

句
歌
以
贈
之
、
凡
六
百
一
十
二
言
、
命
曰

琵
琶
引
。

尋
陽
江
頭
夜
送
客
、
楓
葉
萩
花

秋
索
々
。
主
人
下
馬
客
在
船
、
擧
酒
欲

飲
無
管
絃
。
醉
不
成
歡
慘
將
別
、
々
時

茫
々
江
浸
月
。
忽
聞
水
上
琶
琵
聲
、

主
人
忘
歸
客
不
發
。
尋
聲
暗
問
彈

者
誰
、
琵
琶
聲
停
欲
語
遲
。
移

船
相
近
邀
相
見
、
添
酒
迴
燈
重
開
宴
。        （
以
上
第
二
紙
）

千
呼
万
喚
始
出
来
、
猶
抱
琵
琶
半

遮
面
。
轉
軸
撥
絃
兩
三
聲
、
未
成
曲

調
先
有
情
。
絃
々
掩
抑
聲
々
思
、
似

訴
平
生
不
得
意
。
低
眉
信
手
續
々

彈
、
說
盡
心
中
無
限
事
。
輕
攏
慢

撚
抹
復
挑
、
初
為
霓
裳
後
緑
腰
。
大

絃
嘈
々
如
急
雨
、
小
絃
竊
々
如
私
語
。
嘈
々

竊
々
雑
錯
彈
、
大
珠
小
珠
落
玉
盤
。

間
關
鶯
語
花
底
滑
、
幽
咽
泉
流
氷

下
難
。
氷
泉
冷
澀
絃
凝
絶
、
々
々
不

通
聲
暫
歇
。
別
有
幽
愁
暗
恨
生
、            （
以
上
第
三
紙
）

此
時
無
聲
勝
有
聲
。
銀
瓶
乍
破

水
漿
迸
、
鐵
騎
突
出
刀
鎗
鳴
。
曲
終

収
撥
當
心
畫
、
四
絃
一
聲
如
裂
帛
。

東
船
西
船
悄
無
言
、
唯
見
江
心
秋

月
白
。
沈
吟
放
撥
插
絃
中
、
整
頓

衣
裳
起
斂
容
。
自
言
本
是
京
城
女
、

家
在
蝦
蟇
陵
下
住
。
十
三
學
得
琵

琶
成
、
名
屬
教
坊
第
一
部
。
曲
罷
曽

教
善
才
伏
、
粧
成
毎
被
秋
娘
妬
。

五
陵
年
少
爭
纏
頭
、
一
曲
紅
綃
不

知
數
。
鈿
頭
雲
篦
擊
節
碎
、
血
色

羅
裙
飜
酒
汚
。
今
年
歡
笑
復
明
年
、          （
以
上
第
四
紙
）

秋
月
春
風
等
閑
度
。
弟
走
從
軍
阿

姨
死
、
暮
去
朝
来
顔
色
故
。
門
前
零

落
鞍
馬
稀
、
老
大
嫁
作
商
人
婦
。
商

人
重
利
輕
離
別
、
前
月
浮
梁
買

茶
去
。
々
来
江
口
守
空
船
、
遶
船
月
明

江
水
寒
。
夜
深
忽
夢
少
年
事
、
夢
啼

粧
涙
紅
爛
干
。
我
聞
琵
琶
已
歎
息
、

又
聞
此
語
重

。
同
是
天
涯
淪
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落
人
、
相
悲
何
必
曽
相
識
。
我
従
去

年
辞
帝
京
、
謫
居
病
臥
尋
陽

城
。
尋
陽
小
處
無
音
樂
、
終
歳
不

聞
絲
竹
聲
。
住
近
湓
江
地
低                 （
以
上
第
五
紙
）

濕
、
黄
蘆
苦
竹
繞
宅
生
。
其

間
旦
暮
聞
何
物
、
杜
鵑
啼
哭
猿

哀
鳴
。
春
江
花
朝
秋
月
夜
、
往
々
取

酒
還
獨
傾
。
豈
無
山
歌
与
村
笛
、
歐
啞

嘲
哳
難
為
聽
。
今
夜
聞
君
琵
琶
語
、

如
聽
仙
樂
耳
暫
明
。
莫
辞
更
坐
彈
一

曲
、
為
君
飜
作
琵
琶
引
。
感
我
此
言

良
久
立
、
却
坐
促
絃
々
轉
急
。
悽
々
不

似
向
前
聲
、
滿
坐
重
聞
皆
掩

泣
。
就
中
泣
下
誰
最
多
、
江

州
司
馬
青
衫
濕
。                          （
以
上
第
六
紙
）

　
　

依
加
久
之
所
望
所
染

　
　
　
　
　

御
筆
也　
　
　
　
　
　

  　
（
以
上
第
七
紙
）

　

こ
の
詩
巻
の
本
文
も
ま
た
先
の
「
長
恨
歌
」
と
同
じ
く
中
国
で
の
通
行
本
本
文
と

は
異
な
り
、
日
本
に
伝
来
す
る
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
お
よ
び
国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
管
見
抄
』
に
一
致
す
る
。
例
え
ば
そ
の
序
文
冒
頭
の
、

　
【
尊
円
本
】
元
和
十
五0

年
秋0

、
予	

九
江
郡
司
馬
に
左
遷
せ
ら
る
。
明
年
秋
…
…

　
【
通
行
本
】
元
和
十
年
、	

予	

九
江
郡
司
馬
に
左
遷
せ
ら
る
。
明
年
秋
…
…

の
よ
う
に
、
そ
の
年
数
ま
で
も
が
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
既

に
静
永
の
拙
稿
（
（1
（

に
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
元
和
十
五
年
秋
…
…
」
と
い
う

架
空
の
年
月
を
記
す
本
文
こ
そ
が
原
作
者
白
居
易
の
創
作
意
図
を
十
分
に
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
（
皇
帝
の
突
然
の
崩
御
に
よ
り
、
実
際
に
は
元
和
十
五
年
の
秋
は

め
ぐ
っ
て
こ
な
か
っ
た
）。

　

高
松
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵
し
た
白
居
易
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
詩
巻
は
、

中
国
で
現
在
も
一
般
的
に
読
ま
れ
て
い
る
南
宋
以
降
の
印
刷
本
『
白
氏
文
集
』
の
本

文
と
は
著
し
く
異
な
り
、
そ
れ
以
前
の
（
お
そ
ら
く
は
唐
代
の
）
旧
鈔
本
に
も
と
づ

い
て
筆
写
さ
れ
た
詩
巻
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
南
北
朝
の
動
乱
期
に
あ
っ
て
も
我
が
国

に
お
い
て
し
っ
か
り
と
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
詩
巻
で
あ
り
、
ま
た
、
三
蹟

の
書
風
に
則
っ
た
御
家
流
始
祖
の
法
帖
で
も
あ
っ
た
（
（1
（

。
今
回
の
共
同
研
究
で
は
、
そ

の
日
本
書
道
史
上
の
意
義
に
ま
で
は
十
分
な
考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
こ
の
本
文

異
同
か
ら
も
、
こ
の
尊
円
親
王
筆
写
本
が
中
世
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
お
い
て
に
わ
か

4

4

4

に4

書
き
起
こ
さ
れ
た
墨
蹟
で
は
な
く
、
そ
の
根
源
を
た
ど
る
と
、
平
安
初
～
中
期
の
、

我
が
国
の
書
道
史
の
草
創
期
に
淵
源
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
中
国
文
学
史
に
お

い
て
も
、
宋
代
の
書
籍
印
刷
が
開
始
さ
れ
る
以
前
の
極
め
て
貴
重
な
本
文
を
保
持
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
我
が
国
に
お
け
る
漢
籍
の
保
存
は
、
天

皇
を
頂
点
と
す
る
日
本
独
自
の
権
力
構
造
の
中
で
、
中
国
と
は
全
く
異
な
る
力
学
が

は
た
ら
い
て
厳
格
に
守
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
軸
の
詩
巻
は
、
今
後
も
更

に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
研
究
が
待
た
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
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（
1
）　

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
は
、
旧
有
栖
川
宮
家
に
伝
来
し
た
蔵
書
群
の
一
部
で
、
大
正
天
皇

の
第
三
皇
子
宣
仁
親
王
が
継
承
し
て
き
た
も
の
。
親
王
薨
去
の
後
、
文
化
庁
に
譲
渡
さ
れ
、

現
在
は
周
知
の
通
り
当
歴
博
に
移
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
有
栖
川
宮
家
は
、
江
戸
初

期
、
第
一
一
二
代
霊
元
天
皇
の
第
十
七
皇
子
職
仁
親
王
（
よ
り
ひ
と
し
ん
の
う
、
一
七
一
三
～

一
七
六
九
）
が
そ
の
第
五
代
当
主
と
な
っ
て
以
来
、
御
家
流
書
道
の
一
流
派
で
あ
る
有
栖
川
流

を
立
て
、
近
世
の
我
が
国
の
書
道
を
牽
引
し
て
き
た
。
な
お
、
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
家
伝
来
禁

裏
本
に
つ
い
て
は
当
館
の
『
中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究
―
高
松
宮
家
伝
来
禁

裏
本
を
中
心
と
し
て
―
』（
研
究
調
査
報
告
1
・
2
、
二
〇
〇
七
年
・
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
2
）　

当
館
資
料
目
録
8
『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
（
分
類
目
録
編
／
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説

編
）』（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
と
も
に
巻
子
本
で
、法
量
は
「
長
恨
歌
」

が
三
一
・
一
×
一
四
七
七
・
〇
、「
琵
琶
行
」
が
三
一
・
八
×
三
二
五
・
七
。

（
3
）　

日
本
思
想
大
系
23
『
古
代
中
世
芸
術
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
所
収
。『
入
木
抄
』

の
校
注
と
解
説
は
赤
井
達
郎
氏
。

（
4
）　

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
五
巻
（
漢
籍
・
仏
書
・
其
の
外
）
に
道
風
佐
理
行
成
三

跡
の
「
絹
地
切
」「
綾
地
切
」
等
の
断
簡
が
集
成
さ
れ
て
い
る
（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）。
ま

た
同
氏
『
平
安
朝
伝
来
の
白
氏
文
集
と
三
蹟
の
研
究
』（
墨
水
書
房
、
一
九
六
五
年
）
も
参
照
。

（
5
）　

た
だ
し
小
野
道
風
筆
を
模
刻
し
た
と
称
す
る
江
戸
期
の
木
版
法
帖
「
琵
琶
引
」
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
神
鷹
徳
治
「
書
跡
資
料
に
つ
い
て
」（『
白
居
易
研
究
講
座
』
第
六
巻
所
収
、勉
誠
出
版
、

一
九
九
五
年
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

詳
し
く
は
静
永
健
「
日
本
・
尊
円
親
王
筆
『
長
恨
歌
』
の
本
文
に
つ
い
て
」（
九
州
大
学
中

国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
九
号
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）　

近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
）
等
。

（
8
）　

陳
翀
「
日
蔵
旧
抄
本
《
長
恨
歌
序
》
真
偽
考
―
兼
論
《
長
恨
歌
》
主
題
及
其
文
本
伝
変
」（
中

国
・
中
華
書
局
『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
七
輯
、
二
〇
一
一
年
）。

（
9
）　

神
鷹
徳
治
「
序
論
―
旧
鈔
本
と
唐
鈔
本
」（
勉
誠
出
版
、
ア
ジ
ア
遊
学
140
『
旧
鈔
本
の
世
界
：

漢
籍
受
容
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
』
の
序
文
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
神
鷹
氏
は
こ
の
唐
代

の
写
本
の
本
文
と
宋
代
の
刊
本
の
本
文
と
の
間
の
差
異
を
「
断
絶
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
。
ま
こ
と
に
然
り
。

（
10
）　

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
南
宋
刊
本
『
白
氏
長
慶
集
』
七
十
一
巻
。
現
在
そ
の
影
印
は

一
九
五
五
年
文
学
古
籍
刊
行
社
版
、
一
九
八
一
年
台
湾
・
藝
文
印
書
館
版
、
そ
し
て
中
華
再
造

善
本
シ
リ
ー
ズ
二
〇
〇
三
年
北
京
図
書
館
出
版
社
版
の
三
種
が
あ
る
。

（
11
）　

現
在
は
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
。
重
要
文
化
財
。
影
印
は
一
九
八
三
年
勉
誠
社
『
金
沢
文
庫

本
白
氏
文
集
（
一
）』
に
よ
る
。

（
12
）　

大
江
維
時
『
千
載
佳
句
』（
四
時
部
・
秋
夜
）
お
よ
び
藤
原
公
任
『
和
漢
朗
詠
集
』（
秋
部
・

秋
夜
）
に
「
遅
々
鐘
漏
初
長
夜
、耿
々
星
河
欲
曙
天
」
が
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』（
葵

巻
）に
、死
没
し
た
葵
の
上
の
手
習
い
書
き
と
し
て「
ふ
る
き
枕
ふ
る
き
ふ
す
ま
誰
と
と
も
に
か
」

と
「
霜
の
は
な
し
け
し
（
一
説
に
し
ろ0

し
）」
と
を
光
源
氏
が
見
つ
け
る
場
面
が
あ
る
。
ま
た
、

平
安
末
の
慈
円
と
藤
原
定
家
そ
し
て
寂
身
の
三
人
が
お
こ
な
っ
た『
文
集
百
首
』の
題
に「
遅
々

鐘
漏
初
長
夜
、耿
々
星
河
欲
曙
天
」
と
「
夕
殿
蛍
飛
思
悄
然
、秋
燈
挑
尽
未
能
眠
」、さ
ら
に
「
旧

枕
古
衾
誰
与
共
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。

（
13
）　

白
居
易
「
与
元
九
書
」（
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
八
所
収
）
に
見
え
る
挿
話
。

（
14
）　

最
終
段
の
「
以0

貴
妃
密
契
以0

聞
」
は
、
日
本
で
の
漢
文
訓
読
の
習
慣
に
よ
っ
て
誤
っ
て
一
字

を
増
加
し
た
も
の
。
お
そ
ら
く
「
以
貴
妃
密
契
聞
」
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　

主
に
以
下
の
四
種
の
本
文
を
参
照
し
た
。

　
　

①
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
正
宗
敦
夫
文
庫
本
「
長
恨
歌
」（
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
三
期
2
、
福
武
書
店
、
一
九
八
一
年
）
…
…
文
永
五
年

（
一
二
六
八
）
写
本

　
　

②
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
「
長
恨
歌
」（
早
大
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ

　

る
Ｈ
Ｐ
公
開
版
に
よ
る
）
…
…
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
写
本
。

　
　

③
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
写
本
「
長
恨
歌
」（
日
本
名
跡
叢
刊
20
、
二
玄
社
、
一
九
七
八
年
）

…
…
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
松
花
堂
昭
乗
筆
。

　
　

④
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
江
戸
木
版
本
「
鰲
頭 

歌
行
詩
諺
解
」（
神
鷹
徳
治
編
、
勉
誠
社
文
庫

138
、
勉
誠
社
、
一
九
八
八
年
）
…
…
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
木
版
本
。

（
16
）　

本
稿
は
歴
博
の
研
究
報
告
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
文
学
研
究
の
論
文
の
よ
う
に
煩
瑣
な

本
文
異
同
の
比
較
対
照
は
省
略
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
文
学
研
究
の
た
め
の
論
考
と

し
て
別
稿
を
用
意
し
て
発
表
し
た
い
。
よ
っ
て
、
以
下
に
は
そ
の
序
文
の
訓
読
の
み
を
挙
げ
て

お
く
。

（
17
）　

平
安
初
期
に
広
く
読
ま
れ
た
も
の
と
し
て
は
『
論
語
』
が
ま
さ
し
く
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
司

馬
遷
『
史
記
』
に
お
け
る
幾
つ
か
の
代
表
的
な
巻
（
五
帝
本
紀
や
項
羽
本
紀
な
ど
）
も
短
い
会

話
の
連
続
に
よ
っ
て
故
事
が
展
開
し
て
ゆ
く
。

（
18
）　

静
永
『
唐
詩
推
敲
―
唐
詩
研
究
の
た
め
の
四
つ
の
視
点
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
冒

頭
口
絵
掲
載
の
架
蔵
尊
円
親
王
筆
「
琵
琶
引
」
詩
巻
（
貞
和
五
年
・
一
三
四
九
写
）
図
版
、
お

よ
び
同
書
所
収
「
虚
構
の
中
の
『
琵
琶
引
』」
を
参
照
。

（
19
）　

日
本
書
道
史
に
お
い
て
も
、
尊
円
親
王
の
書
は
三
蹟
（
と
く
に
藤
原
行
成
）
を
祖
と
仰
ぎ
、

そ
の
書
風
を
継
承
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
例
え
ば
行
成
の
書
風
を
伝
え

る
と
さ
れ
る
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
録
さ
れ
る
白
居
易
「
長

恨
歌
」
の
四
句
、
す
な
わ
ち
、

　
　
　

イ
．
遅
々
鐘
漏
初
長
夜
、
耿
々
星
河
欲
曙
天
（
巻
上
、
秋
夜
）

　
　
　

ロ
．
行
宮
見
月
傷
心
色
、
夜
雨
聞
猿
断
膓
聲
（
巻
下
、
恋
）

註
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ハ
．
春
風
桃
李
花
開
日
、
秋
露
梧
桐
葉
落
時
（
巻
下
、
恋
）

　
　
　

ニ
．
夕
殿
蛍
飛
思
悄
然
、
秋
燈
挑
盡
未
能
眠
（
巻
下
、
恋
）

　
　

を
今
回
の
尊
円
親
王
「
長
恨
歌
」
詩
巻
の
当
該
部
分
と
参
照
す
る
と
、
イ
の
「
欲
」
字
や
ロ
の

「
傷
心
色
」
三
字
と
「
聲
（
声
）」
字
の
書
体
、ハ
の
「
開
」
字
と
「
葉
」
字
の
く
ず
し
、ニ
の
「
飛
」

字
、「
然
」
字
、「
燈
」
字
の
特
徴
的
な
字
形
に
明
ら
か
な
継
承
関
係
が
見
え
る
。
ま
た
近
衛
家

陽
明
文
庫
所
蔵
の
『
和
漢
抄
』（
和
漢
朗
詠
集
の
下
巻
）
に
お
け
る
ロ
・
ハ
・
ニ
三
句
も
こ
の

特
徴
が
一
致
す
る
。
尊
円
親
王
の
書
体
が
明
確
に
平
安
時
代
以
来
の
定
型
を
踏
襲
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佐
々
木
信
綱
監
修
『
御
物
本
倭
漢
朗
詠
集
』（
上
下
冊
、付
解
説
及
釈
文
、

七
條
書
房
、
一
九
二
七
年
）
お
よ
び
『
和
漢
抄
行
成
卿
真
蹟
』（
博
文
堂
、
一
九
三
五
年
）
の
各

写
真
図
版
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
代
表
者
）

（
二
〇
一
四
年
七
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
審
査
終
了
）

［高松宮家伝来禁裏本「長恨歌」詩巻・「琵琶行」詩巻について］……静永 健
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